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2008 年 7 月名古屋の八事山興正寺にて、大森宗勲（1570 ～ 1625）作の“鳳吹”が琴古流尺





















　連携講座は、2009 年 10 月 13 日より 11 月 17 日まで、18：30 ～ 20：30、名古屋女性会
館にて 5 回シリーズで開催された。定員は 15 名。しかし実際の受講者は 10 名であった。そ
のうち名古屋市内在住は 5 名、市外は 5 名であった。表 1 は参加者の年齢構成、表 2 は演奏


































楽器製作と音出しの指導は飯田勝利が担当した。楽器製作には、10 月 13 日と 20 日の 2 回
をかけた。3 回目から出来た笛を使って、音を出す練習を試みた。4 回目から、フ・ホ・ウ・
エ・ヤ・リ・ヒの音階練習に入り、続いて 11 月 10 日には、＜ほたるこい＞に挑戦した。そ
して 5 回目は、江戸時代に歌われていた＜よしのの山＞を皆で歌ったり、吹ける人は一緒に


























　楽器製作の指導は飯田勝利が担当した。飯田は、筆者らが 2008 年に調査した 14 本の一節
切の中で、鳴りやすかった法蔵寺の“まむち”（安土桃山）と興正寺の“無銘管”（江戸初期）



















































































































































































注 1．名古屋経営短期大学『紀要』第 50 号　2009 年　P.95 ～ 109
注 2．八事山興正寺にて 2008 年 7 月 25 ･ 26 ･ 27 日の三日間演奏
注 3．“秋声”は、信長が家康に贈った笛“乃可勢”を模して製作された笛で、その笛を使って高島
城市民ステージにて 2008 年 9 月 20 日演奏





有している 2 本の一節切のうちの 1 本である。
注 7．「一節切の全て」　邦楽ジャーナル　Vol. 234　P.32
注 8．『洞簫曲・下巻』　秋田屋板　1669 年　
注 9．中澤周簫　「一節切の沿革に就いて　下」『都山流楽報』225 号　1928 年




名古屋市博物館資料叢書 3　『猿猴庵の本』2007 年 3 月 31 日　発行
『洞簫曲』　秋田屋板　1669 年
中澤周簫　「一節切の沿革について下」『都山流楽報』1928 年
藤田鈴朗　「一節切の研究」『三曲』第 185 号　1937 年、　 第 193 号　1938 年
「真法流と一節切」　『邦楽ジャーナル』Vol.246　2007 年
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